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1. Introduction(1):SCT  

本研究の目的と内容： 
  ＳＣＴ検出器の応答・性能を多角的、長期的 
  かつ容易にモニターするツールの構築。 

   “ＳＣＴ DataBase Browser” 
768 strips 
80μm間隔 

6chips 

ATLAS内部飛跡検出器 
• Pixel 検出器 
• SCT(SemiConductor Tracker)検出器 
• TRT(Transition Radiation Tracker)検出器 
 ３つの検出器で飛跡を高精度で再構成する。 

 Primary Vertex Pointの再構成 
 Secondary Vertex  b quark jetの同定に重要 

SCTの領域の定義 

SCTモジュールを拡大 

Barrel End Cap(A) End Cap(C) 

ビームライン 
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40mradずれたアクシャルレイヤー 
とステレオレイヤーの2層で 
構成されている 



1. Introduction(2): DataBase Browser(DBB) 

 目的 

 機能 
 ATLAS共通のデータベース（COOL DB）上にあるあらゆるデータを取得可能。 
 さまざまなプロットを表示可能。 
 Architecture 
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 SCTやLHCの情報、検出器の環境変数などは全て 
ATLAS共通のデータベース上に保存するようにしている。 

 SCTの状態を簡単にモニターする方法 ⇒ Web-Based Tool 
 DBBを使う事で数クリック・数秒で専門的な知識がなくともアクセス可能 

 SCTオペレーションに即座にフィードバックを与えることができる。 
 データ閲覧だけでなく、より迅速に解析を行うことが重要。 
（長期時間依存性、SCT/LHC/環境変数の相関など ← 最大の特徴！） 
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Click submit 

例えば・・・ 
2011年8月初旬～8月末の 
Barrel部のhit efficiencyを表示 
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Architecture 

Click submit!!!! 

このようなプロットを一から作るのは非常に大変だが 
DataBase Browserを使う事で瞬時に見ることができる！ 

例えば・・・ 
2011年8月初旬～8月末の 
Barrel部のhit efficiencyを表示 

(work in progress) 



 SCT データ 

✗ #Noisy Strips 

✗ ENC(Equiv. Noise Charge) 
✗ #Defect Strips 
✗ Noise Occupancy 

✗ #Dead Strips/Chips  
✗ Hit Occupancy 
✗ Hit Efficiency 
✗ #ByteStream Errors 
✗ LorentzAngle (Newest!) 
✗ MinClusterWidth (Newest!) 

 環境変数 

✗ Bias Voltage/Current 
✗ Module Temperature  etc... 

 LHC データ 

✗ Beam Energy 
✗ #Bunch 
✗ Instantaneous Luminosity 
✗ Beam Intensity 

1. 閲覧可能な変数 
  ”Standard Plot” 

特に重要な変数の最近20（60）日間の変動。
現在一日二回自動更新しており、だれでも 
自由に閲覧可能。 

      
 内の変数は“Standard Plot”で閲覧可能 7 

“Standard Plot”とは 



1. 特に重要な変数（本発表に絡むもの） 

 Noise Occupancy(NO) 

ノイズ数

全モジュールのストリップ数
 Noise Occupancy= 

ノイズ数: 
 全HitからTrackによる 
 Hit(Space Point)を取り除いた数 

Noisy Strip=[Noise Occupancy>1.5×10-2のStrip] 

Track Signal 

Track Signal 

Noise 

この場合、 
Ｈｉｔ(     )は３つ 
SP(     )が１つ 
Noise(     )は1つ 

 Noisy Strip 

Space Point 
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2. #Noisy Strips 
 2011年4月から2011年9月までのSCTのパフォーマンスを確認。 

 いくつかのスパイクがみられる。 
 Noisy Chip(128 Strips)、Noisy Module(768 Strips)が要因。 

(work in progress) ECA 
Barrel 
ECC 

# 
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2. Noise Occupancy 

 小さなばらつきはあるものの、常に要求値（5x10-4）を下回っている。 
 これらのばらつきはNoisy Module数の変化等の要因によるもので 
全体としてのパフォーマンスには大きな影響はない。 
       

 2011年4月から2011年9月までのSCTのパフォーマンスを確認。 

要求値 
（ 5x10-4 以下） 

(work in progress) 
ECA 
Barrel 
ECC 

X10-4 10 
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2. Hit Occupancy 

緩やかな上昇傾向がみられる。 
 瞬間ルミノシティの増加の影響。 

 2011年6月から2011年9月までのSCTのパフォーマンスを確認。 

(work in progress) ECA 
Barrel 
ECC 

X10-3 
5 

4 

3 

2 

1 

H
it

 O
cc

u
p

an
cy

 



12 

2. Hit efficiency 

※ここでのHit efficiencyの定義の分母にはDead/Mask moduleも含む。 

 2010年8月から2011年9月までのSCTのパフォーマンスを確認。 

Hit efficiencyの時間依存性 (work in progress) 

 いくつかスパイクがみられるものの、十分高い値を常にキープしている。 
 スパイクは読み出しエレキの問題、HV trip等の影響によるもの。 

ECA 
Barrel 
ECC 



2. LHC:瞬間ルミノシティとビームバンチ数 

瞬間ルミノシティ 

2011年9月9日 
2.72×1033[cm-2s-1] 
を達成！ 

最新のＬＨＣパフォーマンスも瞬時にチェック可能！ 

バンチ数/ビーム 
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(work in progress) (work in progress) 

 データベース内には、SCTの情報だけでなく、LHCの情報も含まれている。 

※2011年8月19日から9月9日の例 



2.SCT vs LHC/環境変数の相関の例 

 今のところ明確な相関は見られないが、今後も注意深く観察していく必要はある。 

      瞬間ルミノシティと#Noisy Stripsの相関 
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(work in progress) 

 今後の瞬間ルミノシティの上昇による影響を予測するために、 
瞬間ルミノシティと#Noisy Stripsの相関を確認。 

ECC 
Barrel 
ECA 



 

 より速く、より使い易いものへ改良 
⇒新しいDBBにupgrade中！ 

 Standard Plotの充実・安定運用 
 閲覧可能な変数の追加 

 

3. まとめと展望 
まとめ 

展望 

 DataBase Browser(DBB)とは： 

 ATLAS共通のDBに数クリック・数秒で容易にアクセスできるWeb-Tool 
 DBBを使う事でSCTのパフォーマンスを瞬時に閲覧可能 

 #Noisy Stripsにいくつかスパイクがみられる。⇒Noisy chipの影響 
 NOは小さなばらつきがあるものの、要求値以下(5x10-4)をキープ。 
 Hit occupancyに緩やかな上昇傾向がみられる。⇒Inst. Lumiの上昇の影響 
 Hit efficiencyについては長期安定性が確認された。 
 

SCTは、非常に高いパフォーマンスかつ安定的に稼働している。 
 

今後もＳＣＴの長期安定性の確認を 
このツールを用いて、定期的に行っていく。 


